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中 国 暗 光 電子 


300B-Classic 


チタ ン 製 メッ シュ 状 プ レー ト 採 用 


都 来 往 人 


中 国 最 大 手 の 真空 飼 メ ー カ ー: 中 光電子 
(Shuguang) 製 の 大 変 ズ ニーク な メッ シュ 状 プ レー ト 
の 300 B が また し て も 発表 され まし た . 

メッ シュ 状 プ レー ト の 中 国 製 300 B と 言う と , 天津 
に 所 在 す る 全 眞 音響 電子 (Fullmusic プラ ンド ) の 製品 が 
最初 に な り ま す が , 里 光 電子 (Shuguang) の 製品 は こ 
れ に 続く 第 二 番 手 と な り ま す . 

と ころ で , メッ シュ 状 プ レー ト の 中 国 製 300 B は , 
同じ 中 国 製 と いう こと で ,。 ブラ ンド が 違っ て いて も 中 
身 は 同じ と いう よう な 説明 も 一 部 で は 見 受け られ ます 
が , 現物 を 比較 し て みる と , Fullmusic ブラ ンド の 製 
品 と 噌 光電 子 の 製品 は 構造 的 に も デザ イン 的 に も 明 ら 
か に 全く 別物 で ある こと が わか り ます. 

さて , 里 光 電子 か ら は , 全 人 眞 音響 電子 (Fullmusic ブ 
ラン ド ) の 製品 を 手 本 に , 私 が 知る 限り 。 これ まで に 
2 種類 の メッ シュ 状 プ レー ト の 300 B が 発表 され て 
いま す . 

1 つ 目 は Fullmusic の 製品 と よく 似 た 構造 を 持つ , 
銀色 の ニッ ケル プレ ー ト を 採用 し た ナス 型 で メタ ル ベ 
ー ス 管 の 300 BS-A (本 誌 2004 年 2 月 号 参照 ) と 。 も う 
ひと つ は プレ ー ト 材 を 黒く 炭化 如 理 (カー ボナ イズ ) し 
た ST 管 で タイ ト ベ ー ス の 300 B-Classic (秋葉 原 の 
真空 管 商社 の OEM 生産 品 : 本 誌 2003 年 10 月 号 参 
照 ) で す . 

今回 発表 され た メッ シュ 状 プ レー ト の 新しい 300 B 
は , や は り 秋 葉 原 の 真 空 管 商社 の OEM 生産 品 の 第 2 
弾 で , 名 前 は 「300 BClassic (チタ ン ) | と 言い ます . 

300 B-Classic (チタ ン ) の 初回 ロッ ト は , 4 月 中 旬 
に 秋葉 原 に 入荷 し た ば か り で す . 今回 は いち 早く この 
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ユニ ー ク な 新型 300 B を ご 紹介 し た いと 思い ます . 
構造 的 特徴 


300 B-Classic シリ ー ズ の 基本 的 な 構造 や 各部 材 の 
形状 は , 路 光 電子 製 300 B の 最新 モデ ル の 300 B-98 
と ほぼ 同じ で す が , プレ ー ト や ベー ス ・ ピ ン の 仕様 が 
異な り ま す . 

まず , ベー ス は 白い タイ ト ベ ー ス に 金メッキ され た 
ピン を 植え 込ん だ も の で す . 

これ まで 路 光 電子 製 の 300 B は , 黒 や 茶色 の ベー ク 
ライ ト 製 の モー ルド ベー ス が 一 般 的 で し た が (た だ し メ 
ッシュ 状 プ レー ト の ナス 型 管 の 300 BS-A は メタ ル ベ ー 
ス )。300 B-Classic に お ける タイ ト ベ ー ス の 採用 は , 
嘱 光 電子 の オリ ジ ナ ル 仕 様 で は な く , この 球 の 製造 を 
依頼 し た 商社 の 特注 仕様 に よる も の で す . 

透明 感 の ある 白い ベー ス の 表面 に は CCI の 商社 ロ 
ゴ と 300 B の 型番 が 大 き な 字 で 黒く 焼き 付け られ て 
お り , 底面 に は 発注 し た 商社 の 名 前 が モー ルディ ング 
され て いま す . 

金色 に 輝く ピン は , 真 欠 の 棒 材 を 削り 出し た 後に 金 
メッ キ を か けた も の で , 通常 。 板金 を プレ ス 加 工 し た 
ピン を ベー ス の 底部 に カシ メ 止 め あし た タイ プ の 中 国 製 
UX ベー ス と は 違っ て , 珍し く 手 の 込ん が 高級 仕様 に 
な っ て いま す . 

300 B-Classic の ベー ス に は 。 他 の 虫 光電 子 製 300 
B 同様 に 標準 UX の 位置 (2-3 番 ピン 間 ) に バ ヨ ネ ッ 
ト ・ ピ ン が 埋め 込ま れ て いま す が , ご 丁寧 な こと に バ 
ヨネ ッ ト ・ ピ ン ま で も が 金メッキ され て いま す . 

バル ブ の 形状 は 嗜 光電 子 製 の 他 の ST 型 の 300 B 
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電極 支持 用 の マイ カ 


チタ ン ・ コ ー テ ィング され た 
灰白色 の プレ ー ト 表面 


いい いい べ 、 N バ 
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点 溶 接 で 接合 され た プレ ー ト 材 


整っ た カー ブ と 丁寧 な 仕上 ぼ げ の バル プ 


ゥ ー3 番 ピン の 間 に 設 けら れ た と 
バヨネット ・ ピ ン (金メッキ 済 ) 


@CCI 300 B-Classic (チタ ン ) の イラ スト (著者 ) 

と 何ら 変わ り は あり ませ ん が , 成型 カー プ は 整っ て お 
り 。 ガ ラス の 仕上 げ は 良好 で す . 

また , 電極 の 向き も 注意 深く 管理 され て お り , 同社 
の 最新 標準 型 モ デル : 300 B-98 同様 に , 全体 と し て と 
て も 丁寧 な 造り と な っ て いま す . 十 数 年 前 に 日 本 に 入 
っ て きた 頃 の 初期 型 の 300 B と は 雲泥の差 が あり ま 
半 

続い て 内 部 構造 を 観察 し て みる と , 300 B-Classic 
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ay // 


コイ ル ・ ス プリ ング 状 の 
フィ ラメ ント ・ ア ンカ ー (4 個 ) 


金メッキ され た グリ ッ ド ・ ワ イヤ ー 


が Py 


比較 的 目 の 粗い メッ シュ 状 の 
プレ ー ト 


小さ な 円 艇 状 の ゲッ ター 台 (2 個 ) 


(チタ ン ) は , プレ ー ト の 表面 が 灰白色 で メッ シュ 状 に 
細か い 穴 が 規則 正しく 無数 に 開い て いる の が 特徴 的 で 
を 

この プレ ー ト は , ニッ ケル 線 を ネッ ト 状 に 編み こん 
だ 素材 を 使っ た 純粋 な 意味 で の メッ シュ プレ ー ト で は 
な く , ブラ ウン 管 の シャ ドウ マス ク の 製造 技術 を 応用 
し て ,。 金属 板 に エッ チン グ 処 理 に よっ て 無数 の 細か い 
穴 を メッ シュ 状 に 開け た 材料 を 用 いて いま す . 海外 で 
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か ? ひょっと し て レー ザー 加工 等 の 方 法 で 穴 を 開け 
て いる の だ ろう か ? と 不思議 に 思わ れる 方 も お られ 
る の で は な いか と 思い ます . 

実は 。 300 B-Classic (チタ ン ) の プレ ー ト 材 は 。 メ 
ッシュ 状 に エッ チン グ 加 工 さ れ た ニッ ケル 板 に チタ ン 
水 酸 化物 (Titanium Hydroxide) を コー ティ ング し て 焼 
成 し 。 ニッ ケル 板 の 表 面 に チタ ン 酸 化物 層 を 形成 し た 
素材 を 採用 し て いま す . 

私 は 以前 , 中 国 の 航空 宇宙 用 の 真空 管 に は チタ ン を 
電極 材料 に 使用 し た も の が ある と いう こと を 聞い た こ 
と が あり ます が , その 理由 まで は わか り ま せん で し た . 

そこ で , 製造 元 の 曜 光 電子 に プレ ー ト を チタ ン で コ 
ー テ ィング 加工 する 意味 に つい て 確認 し た と ころ , 放 
熱性 の 向上 と 電極 か ら 発生 し た 残留 ガス を 吸着 する た 
め の ゲ ッ タ ー 作 用 の 2 つの 目的 の た め と の 回 答 が あり 
ま し だ 。 

この た び 今 回 の 嘱 光 電子 か ら の この 回 答 を 読ん で , 
高い 信頼 性 と 寿命 に つい て 厳し い 要 求 を 求め られ る 用 
途 に 対し て , 真空 管 の 劣化 の 要因 で ある 熱 と 残留 ガス 
の 問題 を クリ ア す る た め に チタ ン の 特性 を 利用 し た 理 
由 に 納得 し た 次 第 で す . 

さて 。 透明 な 上 部 マイ カ か ら プ レー ト の 内 部 を 覗く 


@ チ タン 色 独 特 の カラ ー が 印象 的 だ 


と 金メッキ され た グリ ッ ド ワイ ヤー が よく 見 えま す . 
ちな み に 金 メッ キ ・ グ リッ ド は 原型 と な っ た 300 B-98 
と 同一 仕様 で す . 

グリ ッ ド 支柱 の 上 端 は 2 本 と も 上 部 マイ カ に ハト メ 
止め され て いま す が , 下端 は マイ カ に 差し 込ん で あり , 
片側 の 支柱 の 差し 込み 穴 は 熱 に よる グリ ッ ド ワイ ヤー 
の 伸縮 を 吸収 する ため に スリ ッ ト に な っ て いま す . 

無 点火 状 態 で も プレ ー ト か ら 透 け て 比較 的 よく 見 え 
る フィ ラメ ント は 細い リボ ン 状 で , 他 の 嗜 光電 子 製 
300 B と 同じ く 4 個 の コイ ルス プリ ング 状 の アン カー 
で 吊 ら れ て いま す . 

上 部 マイ カ は 他 の 路 光 電子 製 300 B 同 様 に 3 つ 
爪 を 持っ た 舌 片 を 中 央 部 に 突き 出し た 独特 の 変形 小判 
型 を し て お り , さら に その 中 央 部 の 舌 片 に は 乱 形 の マ 
イカ を 垂直 方 向 に 2 個 組 み 合わ せ て 管 頂 部 で 電極 を 弾 
性 支持 し て いま す . 

2 本 の プレ ー ト 支柱 に は ,。 それ ぞ れ 下方 に 向かっ て 
リボ ン 状 の 腕 を 伸ばし た 小型 の 円 盤 状 の ゲッ ター 台 が 
セッ ト さ れ て お り ,。 バルブ の ネッ ク 方 向 に は 銀色 の ゲ 
ッ タ ー が た っ ぷり と 全 周 に わた っ て 飛ば され て いま 
す . 

ステ ムリ ー ド の 曲げ 方 も 丁寧 で , 全体 的 に 組立 時 に 


お ける 品質 管理 が 以前 に 比べ て 格段 に 向上 し て いる こ 
と が 伺え ます . 

これ ら の 観察 結果 か ら , 今回 デビ ュー し た 300 B- 
Classic (チタ ン ) も , 以前 ご 紹介 し た 300 B-Classic 
も 板 プ レー ト 型 の 最新 モデ ル : 300 B-98 を ベー ス に 
プレ ー ト 材 の 仕様 を 変更 し た いわ ば 改造 球 で あり , さ 
ら に ベー ス を 日 本 の 商社 の 特注 に よる タイ ト 製 と し た 
OEM 仕様 モデ ル と 言え ます . 

な お , 300 B-Classic シリ ー ズ は 。 ベ ー ス に 300 B 
と 表示 され て いる だ け で , 現在 の と ころ 管 壁 に は 型番 
の 表示 が な いた め ,。 プレ ー ト の 色 で タイ プ を 見 分 ける 
こと に な り ま す (チタ ン は 灰白色 ). 


電気 的 特徴 


300 B-Classic (チタ ン ) の 規格 は , 現在 の と ころ 。 
残念 な が ら 他 の 中 国 球 同 様 に 詳し い 情 報 が 入手 で きま 
せん が , 嗜 光電 子 に 検査 時 の 動作 条件 を 確認 し た と こ 
ろ , Ep 三 300 V, Eg= ニ ー60 V 時 に , Ip=45--75 mA 
(平均 60 mA)。Gm は 4.5 mA/V--7.5 mA/V (平均 
6.0 mA/V) と の こと で し た の で , これ は 標準 的 な 300 
B の スペ ッ ク と ほぼ 同じ と 考え て 構わ な いか と 思い ま 
の 

プレ ー ト 損失 に 関し て は , 通常 ,。 メ ッシュ プレ ー ト 
は 板 プ レー ト よ り も 許容 損失 が 少な い ケ ー ス が 多い の 
で す が , 300 B-Classic (チタ ン ) は 。 プ レー ト の 表面 
が 熱 伝導 率 の 高い チ ナタ ン で コー ティ ング 加工 され て い 
る の で , 板 プ レー ト で Pd= テ 40 W の 300 B-98 と プレ 
ー ト 損失 は ほぼ 同等 と 考え て も よい の で は な いか と 思 
いま す . 

ちな み に プ レー ト 損 失 21 W (Ep=350 V Ip=60 
mA) で 動作 させ て いる 我が家 の 300 B アン プ に 300 
B-Classic (チタ ン ) を セッ ト し て , 一 昼夜 連続 動作 さ 
せ て み ま し た が , プレ ー ト の 変色 や エミ 減 等 の トラ ブ 
ル は 全く 発生 し ませ ん で し た . 

し か し Ep を 目 一 称 か け て Ip を た っ ぷり 流し て 出 
力 を 稼ぐ と いっ た , プレ ー ト 損失 の 大 き な 動作 で 球 を 
骨 ま で し ゃ ぶる よう な 状態 で 使う の は や は り 酷 だ と 思 
いま す . 

で きれ は ば 寿命 を 考え て , 少し 余裕 を 持っ た 動作 条件 
で 使う の が 精神 衛生 上 も よろ し い の で は な いか と 思い 
ます . 


まとめ 
今回 発表 きれ た 300 B-Classic (チタ ン ) は 。 次 の 3 
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つの 意味 に お いて と て も ユニ ー ク な 製品 で す . 

まず 1 一目 は 柳 州 (Liuzhou) か ら 史 上 初 の チタ ン ・ 
プレ ー ト 製 300 B と し て 94 年 に 発表 さき され, その後 惜 
し くも 生産 終了 と な っ た 4300 BLX に 続く チタ ン ・ プ 
レー ト 基 で ある こと 。 2 つ 目 は プレ ー ト が ニッ ケル を 
基 材 に チタ ン を コー ティ ング し た ハイ ブリ ッ ド 素材 で 
ある こと , 3 つつ 目 は メッ シュ 状 構造 の プレ ー ト を 採用 
し た 球 で ある こと で す . 

肝心 の 音質 に つい て は , 原型 で ある 板 プ レー ト の 
300 B-98 に 比べ て 音 の バラ ンス は や や 中 高 域 寄 り で 
は あり ます が , 71 A の よう な ニッ ケル プレ ー ト 球 に 特 
徴 的 な 清澄 な 音色 が 感じ られ まし た . これ は 同じ チタ 
ン ・ プ レー ト の 4300 BLX (生産 終了 品 ) と 同様 の 傾 
向 の 印象 で す . 

また , 300 B-Classic (チタ ン ) に は 。 それ に 加え て 
メッ シュ 球 独特 の すっ と 抜け る よう な 高 域 や ふわ っ と 
消え 去る よう な 独特 の 余韻 も 感じ られ て 印象 的 で し 
だ 。 

また , プレ ー ト の 網目 越し に は 淡い オレ ンジ 色 に 灯 
る 幾 条 も の フィ ラメ ント が 輝き , バル ブ の 壁面 に は プ 
レー ト の 網目 を すり 抜け て 管 壁 に 到達 し た 電子 が 放つ 
蛍光 が 音楽 に 合わ せ て 妖しく ゆら めき 。 視覚 的 に も 魅 
力 た っ ぷり で す . 

300 B に メッ シュ 状 の プレ ー ト や チタ ン 等 の 新 素材 
を 採用 する こと に つい て は , その 技術 的 必然 性 等 の 点 
か ら 鍛 問 を 持た れる 方 も お られ る か と 思い ます が , 趣 
味 の 世 界 に お いて は ,。 バ リエ ーション が さら に 拡がっ 
て , 300 B を 差し 替え て 遊ぶ 楽し み が ま た 増え まし た . 

今後 は 中 国 製 の メッ シュ 状 プレ ー ト 300 B の 間 で 
も , ブラ ンド (Fullmusic or 中 光電 子 (Shuguang) ) や 構 
造 (ナス 管 or ST 管 ) プレ ー ト の 仕様 (ニッ ケル or 炭化 
処理 ニッ ケル or チタ ン ・ コ ー テ ィング ) の 違い に よる 音色 
の 差 な ど を 楽し な こと が で きる よう に な り ま し た . 

これ も 現代 に お いて こそ 可能 な こと で あっ て 。 好奇 
心 革 盛 な 私 に と っ て は 大 人 歓迎 な 出来 事 で す . 

300 B-Classic (チタ ン ) は , 秋葉 原 の 一 商社 の 特注 
品 ゆ え に , 現在 の と ころ , 全国 どこ の ショ ッ プ の 店 頭 
に 行っ て も 並ん で いる わけ で は あり ませ ん が , 通販 で 
も 容易 に 入手 可能 で す . 今後 の 供給 に つい て も 心配 は 
な さそ う で す . 

と ころ で , 中 国 の 真空 管 事 情 に 非常 に 詳し い 情 報 通 
の 方 の 話 に よる と , 中 国 路 光 電子 (Shuguang) で は , 
他 に も 新 製品 を 開発 中 と の こと で す . 

今後 も 嘱 光 電子 の 動き に 注目 し た いと 思い ます . 
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